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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月6日(2012.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの無線周波数上の無線周波数（ＲＦ）信号であって少なくとも１つのサ
ブフレームを含むＲＦ信号の出力レベルを検出することと、
　前記検出したＲＦ信号の出力レベルと、少なくとも１つのサブフレームを表現したもの
である所定の既知の第１基準信号との時間領域の相関を取ることと、
　前記検出したＲＦ信号の出力レベルと前記第１基準信号との前記相関に基づいて、前記
検出したＲＦ信号の前記少なくとも１つのサブフレームの境界の時間的位置を判定するこ
とと
を含む、時分割複信(ＴＤＤ)システムにおける送信構造の境界を判定する方法。
【請求項２】
　前記検出したＲＦ信号の出力レベルと、所定の既知の第２基準信号との相関を取ること
をさらに含む請求項１に記載の方法であって、前記第１基準信号は検出が期待される最大
サブフレーム長に関連し、前記第２基準信号は検出が期待される最小サブフレーム長に関
連し、
　サブフレームの境界の前記時間的位置を判定することは、前記サブフレームの境界の前
記時間的位置を、前記検出したＲＦ信号の出力レベルと前記第１基準信号および前記第２
基準信号との前記相関に基づいて判定する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１基準信号の前記相関と前記第２基準信号の前記相関とを加算することをさらに
含む、請求項２に記載の方法であって、
　サブフレームの境界の前記時間的位置を判定することは、前記第１基準信号の前記相関
と前記第２基準信号の前記相関との前記加算に基づいて、前記サブフレームの境界の前記
時間的位置を判定する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　サブフレームの境界の前記時間的位置を判定することは、
　第１時間ポイントにおいて、前記第１基準信号と、前記検出したＲＦ信号の出力レベル
との相関を取り、最小サブフレームオーバーラップを計算することと、
　前記第１時間ポイントにおいて、前記第２基準信号と、前記検出したＲＦ信号の出力レ
ベルとの相関を取り、最大サブフレームオーバーラップを計算することと、
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　前記最小サブフレームオーバーラップと前記最大サブフレームオーバーラップとを加算
し、前記検出したＲＦ信号の前記第１時間ポイントに対する相関結果を計算することと、
　前記検出した信号に対して前記基準信号を時間的にシフトすることと、
　相関を取って最小サブフレームオーバーラップを計算することと、相関を取って最大サ
ブフレームオーバーラップを計算することと、前記最小サブフレームオーバーラップと前
記最大サブフレームオーバーラップとを加算することと、時間的にシフトすることとを繰
り返して、前記基準信号と前記検出したサンプルとの間の時変相関を得ることと
をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記検出したＲＦ信号の出力レベルと、所定の既知の第１基準信号および所定の既知の
第２基準信号との時間領域の相関を取ることは、
　検出が期待される前記最大サブフレーム長に関連する前記所定の既知の第１基準信号と
、検出が期待される前記最小サブフレーム長に関連する前記所定の既知の第２基準信号と
を加算することと、
　前記検出したＲＦ信号の出力レベルと、前記第１基準信号と前記第２基準信号との前記
加算との時間領域の相関を取ることとをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　アップリンク通信経路に接続された第１ポートと、ダウンリンク通信経路に接続された
第２ポートとを有するスイッチと、
　前記スイッチを通して伝播する無線周波数（ＲＦ）信号の出力レベルを測定するよう構
成された出力レベル検出器と、
　前記出力レベル検出器により検出されかつ少なくとも１つのサブフレームを含むＲＦ信
号の出力レベルと、少なくとも１つのサブフレームを表現したものである所定の既知の第
１基準信号との時間領域の相関を取るよう構成された処理装置であって、前記検出したＲ
Ｆ信号の出力レベルと前記第１基準信号との前記相関に基づいて、前記スイッチを制御す
るよう構成された処理装置と、
を備える、時分割複信（ＴＤＤ）システムにおける切り替えのための装置。
【請求項７】
　前記処理装置は、前記少なくとも１つのサブフレームの境界の時間的位置を、前記検出
したＲＦ信号の出力レベルと前記第１基準信号との前記相関に基づいて判定するように、
および、前記境界の前記時間的位置の前記判定に基づいて前記スイッチを制御するように
、さらに構成された、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理装置は、前記検出したＲＦ信号の出力レベルと、所定の既知の第２基準信号と
の相関を取るようさらに構成され、前記第１基準信号は、検出が期待される最大サブフレ
ーム長に関連し、前記第２基準信号は検出が期待される最小サブフレーム長に関連し、
　前記処理装置は、前記検出したＲＦ信号の出力レベルと前記第１基準信号および前記第
２基準信号との前記相関に基づいて、前記サブフレームの境界の前記時間的位置を判定す
るようさらに構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記処理装置は、前記第１基準信号の前記相関と前記第２基準信号の前記相関とを加算
するようさらに構成された、請求項８に記載の装置であって、
　前記処理装置は、前記第１基準信号の前記相関と前記第２基準信号の前記相関との前記
加算に基づいて、前記サブフレームの境界の前記時間的位置を判定するようさらに構成さ
れた、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記処理装置は、サブフレームの前記フレーム期間と、前記境界の前記判定された時間
とに基づいて、次のサブフレームの前記開始を予測することにより、前記次のサブフレー
ムの前記開始に間に合うよう、前記スイッチを、アップリンクモードまたはダウンリンク
モードのうちの１つに設定するようさらに構成された、請求項７に記載の装置。
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【請求項１１】
　基地局と通信するよう構成された少なくとも１つのハブと、
　前記少なくとも１つのハブに通信可能に接続された複数の遠隔アンテナユニットとを備
えた通信システムであって、
　前記通信システムは、前記少なくとも１つのハブと複数のワイヤレス端末との間で信号
を通信可能に接続するよう構成され、
　　前記少なくとも１つのハブは、
　　アップリンク通信経路に接続された第１ポートと、ダウンリンク通信経路に接続され
た第２ポートとを有するスイッチと、
　　前記スイッチを通って伝播する無線周波数（ＲＦ）信号の出力レベルを測定するよう
構成された出力レベル検出器と、
　　少なくとも１つのサブフレームを含む前記ＲＦ信号の前記検出した出力レベルと、少
なくとも１つのサブフレームを表現したものである所定の既知の第１基準信号との時間領
域の相関を取るよう構成された処理装置であって、前記検出したＲＦ信号の出力レベルと
前記第１基準信号との間の前記相関に基づいて、前記スイッチを制御するよう構成された
処理装置と、
　をさらに備える複数の遠隔アンテナユニットと
を備えた通信システム。
【請求項１２】
　前記処理装置は、前記少なくとも１つのサブフレームの境界の時間的位置を、前記検出
したＲＦ信号の出力レベルと前記第１基準信号との前記相関に基づいて判定するように、
および前記境界の前記時間的位置の前記判定に基づいて、前記スイッチを制御するように
、さらに構成された、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前期処理装置は、前記検出したＲＦ信号の出力レベルと、所定の既知の第２基準信号と
の相関を取るようさらに構成され、前記第１基準信号は、検出が期待される最大サブフレ
ーム長に関連し、前記第２基準信号は検出が期待される最小サブフレーム長に関連し、
　前記処理装置は、前記検出したＲＦ信号の出力レベルと前記第１基準信号および前記第
２基準信号との前記相関に基づいて、前記サブフレームの境界の前記時間的位置を判定す
るようさらに構成された、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記処理装置は、前記第１基準信号の前記相関と、前記第２基準信号の前記相関とを加
算するようさらに構成され、
　前記処理装置は、前記第１基準信号の前記相関と前記第２基準信号の前記相関との前記
加算に基づいて、前記サブフレームの境界の前記時間的位置を判定するようさらに構成さ
れた、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記処理装置は、前記フレーム期間と、サブフレームの前記境界の判定された時間とに
基づいて、次のサブフレームの前記開始を予測することにより、前記次のサブフレームの
前記開始に間に合うよう、アップリンクモードまたはダウンリンクモードのうちの１つに
前記スイッチを設定するようさらに構成された、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記処理装置は、前記サブフレームの境界の前記時間的位置を、前記検出したＲＦ信号
の出力レベルと、検出が期待される前記最大サブフレーム長に関連する第１基準信号およ
び検出が期待される前記最小サブフレーム長に関連する第２基準信号との加算との相関に
基づいて判定するようにさらに構成された、請求項１３に記載のシステム。
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